
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

過  去  問  題  集 
 

 

 

  【過去問題について】 

 

    １．前年度に（志願者があり）実施された入学試験の問題のみ公表しています。 

 

    ２．「外国語」「日本語」においては、母国語での受験はできません。 

 

    ３．実施方法（試験時間等）については、各研究科の「募集要項」を参照してください。 

 

    ４．ここに掲載されている過去問題のうち、著作権を有する問題（引用文献等）について 

      は、すべて著作権許諾を行った上で掲載しています。 
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２
０
２
３
年
度

  
  

  
  

  
  

 
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 （
一
般
入
試

  
１
期
）

大
学

院
経

営
学

研
究

科
・

修
士

課
程

入
学

選
考

試
験

問
題

（
１
科
目
１
題
：
試
験
時
間
６
０
分
）

２
０
２
２
年
１
０
月

８
日
実
施

東
京

経
済

大
学

大
学

院

経
  

 営
  

 学
  

 研
  

 究
  
科

日
本

語

  
■

注
意
事
項

■

 
 

問問
題題
用用
紙紙
・・
解解
答答
用用
紙紙
とと
もも
封封
筒筒
のの
中中
にに
入入
っっ
てて
いい
るる
がが
、、
試試
験験
開開
始始
のの
指指
示示
がが
ああ
るる
まま
でで
封封
筒筒
かか
らら
出出
ささ
なな
いい
ここ
とと
。。

  
  
試
験
開
始
ま
で
の
間
に
、
熟
読
し
て
下
さ
い
。

  
  
解
答
に
あ
た
っ
て
は
、
以
下
の
点
に
注
意
す
る
こ
と
。

（
１
）

解
答
用
紙
に
つ
い
て

 
 
 

①
「
受
験
番
号
」
欄
の
あ
る
解
答
用
紙
（
１
枚
）
を
使
用
の
こ
と

。

 
 

 
②
解
答
用
紙
の
裏
面
を
使
用
す
る
場
合
は
、
表
面
下
部
の
「
裏
面
に
続
く
」
欄
を
○
で
囲
み
、
裏
面
の
書
き
始
め
に

注
意
す
る
こ
と
。

  
（
２
）
解
答
は
、
日
本
語
で
行
う
こ
と
。

辞
書
の
参
照
可
。
た
だ
し
、
電
子
辞
書
・
専
門
用
語
辞
書
は
不
可
。

  
（
３
）
①
受
験
票
，
筆
記
用
具
，
時
計
以
外
の
物
は
、
カ
バ
ン
の
中
に
収
納
し
た
上
で
、
隣
の
座
席
に
置
く
こ
と
。

 
 
 
 
②
特
に
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
飲
料
等
は
、
机
の
上
に
置
か
な
い
こ
と
。

 
 
 
 
③
携
帯
電
話
，
通
信
機
器
等
は
、
時
計
と
し
て
も
使
用
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
必
ず
電
源
を
切
る
こ
と
。

  
  

  
  
※

  
こ
れ
ら
を
守
ら
な
い
場
合
は
、「

不
正
行
為
」
と
見
な
す
。

  
（
４
）

  
試
験
室
内
で
は
、
す
べ
て
監
督
者
の
指
示
に
従
う
こ
と
。

２
０
２
３
年
度

  
  

  
  

  
  

  
 大

学
院

経
営

学
研

究
科

・
修

士
課

程
  

  
  

  
  

 
（
一
般
入
試

  
１
期
）

入
学

選
考

試
験

問
題

  
（
試
験
時
間

  
１
題

  
６
０
分
）

２
０
２
２
年
１
０
月

８
日
実
施

東
京

経
済

大
学

大
学

院
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

経
営

学
研

究
科

※
  
「
受
験
番
号
」
欄
の
あ
る
解
答
用
紙
（
１
枚
）
を
提
出
す
る
こ
と

。

問問
題題

あ
な
た
が
日
本
に
来
る
こ
と
を
目
指
す
き
っ
か
け
と
な
っ
た
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
等
を
、
60
0
字
以
上
、
80
0
字
以
内
（
句
読
点
を
含

む
）
の
文
字
数
で
述
べ
な
さ
い
。
な
お
、
改
段
落
の
際
に
生
じ
る
空
欄
は
文
字
数
に
含
め
な
い
こ
と
と
す
る
。

日
本

語

経営学研究科
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２
０
２
３
年
度

  
  

  
  

  
  

 
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 （
一
般
入
試

  
１
期
）

大
学

院
経

営
学

研
究

科
・

修
士

課
程

入
学

選
考

試
験

問
題

（
１
科
目
・
２
題
：
試
験
時
間
９
０
分
）

２
０
２
２
年
１
０
月

８
日
実
施

東
京

経
済

大
学

大
学

院

経
  

 営
  

 学
  

 研
  

 究
  
科

専
門

科
目

  
■

注
意
事
項

■

 
 

問問
題題
用用
紙紙
・・
解解
答答
用用
紙紙
とと
もも
封封
筒筒
のの
中中
にに
入入
っっ
てて
いい
るる
がが
、、
試試
験験
開開
始始
のの
指指
示示
がが
ああ
るる
まま
でで
封封
筒筒
かか
らら
出出
ささ
なな
いい
ここ
とと
。。

  
  
試
験
開
始
ま
で
の
間
に
、
熟
読
し
て
下
さ
い
。

  
  
解
答
に
あ
た
っ
て
は
、
以
下
の
点
に
注
意
す
る
こ
と
。

  
（
１
）

志
願
票
に
記
載
し
た
「
専
門
科
目
」
に
つ
い
て
、
問
題
１
、
問
題
２
と
も
解
答
す
る
こ
と
。【

必
答
】

  
 

  
（
２
）

  
解
答
用
紙
に
つ
い
て

 
 
 
①
問
題
１
に
つ
い
て
は
問
題
１
の
解
答
用
紙
を
、
問
題
２
に
つ
い
て
は
問
題
２
の
解
答
用
紙
を
、
必
ず
使
用
の
こ
と
。

  
  

  
②
２
枚
と
も
、
志
願
票
に
記
載
し
た
「
専
門
科
目
」
の
解
答
用
紙
に
な
っ
て
い
る
か
確
認
の
こ
と
。

③
問
題
の
中
で
「
問
が
複
数
あ
る
場
合
」

お
よ
び

「
問
を
選
択
し
て
解
答
す
る
よ
う
指
示
が
あ
る
場
合
」
は
、

必
ず
解
答
の
前
に
「
解
答
し
た
問
番
号
等
を
明
記
」
し
て
か
ら
、
解
答
を
始
め
る
こ
と
。

  
  

  
④
解
答
用
紙
の
裏
面
を
使
用
す
る
場
合
は
、
表
面
下
部
の
「
裏
面
に
続
く
」
欄
を
○
で
囲
み
、
裏
面
の
書
き
始
め
に

注
意
す
る
こ
と
。

  
（
３
）

  
「
持
込
不
可
」

  
  

  
①
受
験
票
，
筆
記
用
具
，
時
計
以
外
の
物
は
、
カ
バ
ン
の
中
に
収
納
し
た
上
で
、
隣
の
座
席
に
置
く
こ
と
。

  
  

  
②
特
に
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
飲
料
等
は
、
机
の
上
に
置
か
な
い
こ
と
。

  
  

 
③
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
，
通
信
機
器
等
は
、
時
計
と
し
て
も
使
用
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
必
ず
電
源
を
切
る
こ
と
。

  
  

  
  
※

  
こ
れ
ら
を
守
ら
な
い
場
合
は
、「

不
正
行
為
」
と
見
な
す
。

  
（
４
）

  
試
験
室
内
で
は
、
す
べ
て
監
督
者
の
指
示
に
従
う
こ
と
。

２
０
２
３
年
度

  
  

  
  

  
  

 
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 （
一
般
入
試

  
１
期
）

大
学

院
経

営
学

研
究

科
・

修
士

課
程

入
学

選
考

試
験

問
題

（
１
科
目
・
２
題
：
試
験
時
間
９
０
分
）

２
０
２
２
年
１
０
月

８
日
実
施

東
京

経
済

大
学

大
学

院

経
  

 営
  

 学
  

 研
  

 究
  
科

【【
経経
営営
学学
】】
    
    
※※
    
以以
下下
のの
問問
題題
１１
・・
問問
題題
２２
のの
両両
方方
とと
もも
解解
答答
しし
なな
ささ
いい

問
題
１
に
つ
い
て
は
問
題
１
の
解
答
用
紙
を
、
問
題
２
に
つ
い
て
は
問
題
２
の
解
答
用
紙
を
、
必
ず
使
用
の
こ
と
。

問問
題題

１１
  
 
次次
のの
問問
１１
、、
問問
２２
のの
中中
かか
らら
、、
いい
ずず
れれ
かか
１１
つつ
をを
選選
択択
しし
てて
答答
ええ
なな
ささ
いい
。。

問
１

経
営
多
角
化
に
つ
い
て
、
以
下
の
（
１
）
～
（
３
）
の
設
問
に
答
え
な
さ
い
。

（
１
）
企
業
の
成
長
戦
略
の
ひ
と
つ
と
し
て
多
角
化
が
採
用
さ
れ
る
理
由
を
述
べ
な
さ
い
。

（
２
）
多
角
化
の
程
度
・
種
類
と
、
業
績
と
の
関
係
に
つ
い
て
説
明
し
な
さ
い
。

（
３
）
多
角
化
の
際
の
日
米
企
業
そ
れ
ぞ
れ
の
典
型
的
な
行
動
に
つ
い
て
、
差
が
明
ら
か
に
な
る
よ
う
に
述
べ
な
さ
い
。

問
２

経
験
効
果
（
あ
る
い
は
経
験
曲
線
効
果
）
に
つ
い
て
、
以
下
の
（
１
）（

２
）
の
設
問
に
答
え
な
さ
い
。

（
１
）

経
験
曲
線
に
つ
い
て
説
明
し
な
さ
い
。

（
２
）

経
験
効
果
の
適
用
範
囲
や
限
界
に
つ
い
て
、
理
由
を
示
し
な
が
ら
述
べ
な
さ
い
。

問問
題題

２２
  
 次次

のの
問問
１１
、、
問問
２２
のの
中中
かか
らら
、、
いい
ずず
れれ
かか
１１
つつ
をを
選選
択択
しし
てて
答答
ええ
なな
ささ
いい
。。

問
１

組
織
設
計
に
つ
い
て
、
以
下
の
（
１
）
～
（
３
）
の
設
問
に
答
え
な
さ
い
。

（
１
）
職
能
別
組
織
と
は
ど
の
よ
う
な
組
織
か
説
明
し
な
さ
い
。

（
２
）
職
能
別
組
織
の
長
所
、
短
所
に
つ
い
て
説
明
し
な
さ
い
。

（
３
）
職
能
別
組
織
が
事
業
部
制
組
織
へ
と
変
革
さ
れ
る
の
は
ど
の
よ
う
な
場
合
か
説
明
し
な
さ
い
。

問
２

ハ
ー
ズ
バ
ー
グ
の
動
機
づ
け
―
衛
生
理
論
に
つ
い
て
、
以
下
の
（
１
）
～
（
３
）
の
設
問
に
答
え
な
さ
い
。

（
１
）
こ
の
理
論
は
ど
の
よ
う
な
理
論
か
説
明
し
な
さ
い
。

（
２
）
こ
の
理
論
は
、
そ
れ
ま
で
の
動
機
づ
け
理
論
と
ど
の
よ
う
な
点
で
異
な
っ
て
い
た
か
説
明
し
な
さ
い
。

（
３
）
こ
の
理
論
の
問
題
点
に
つ
い
て
説
明
し
な
さ
い
。

２
０
２
３
年
度

  
  

  
  

  
  

 
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 （
一
般
入
試

  
１
期
）

大
学

院
経

営
学

研
究

科
・

修
士

課
程

入
学

選
考

試
験

問
題

（
１
科
目
・
２
題
：
試
験
時
間
９
０
分
）

２
０
２
２
年
１
０
月

８
日
実
施

東
京

経
済

大
学

大
学

院

経
  

 営
  

 学
  

 研
  

 究
  
科

【【
商商
学学
】】
    
    
※※
    
以以
下下
のの
問問
題題
１１
・・
問問
題題
２２
のの
両両
方方
とと
もも
解解
答答
しし
なな
ささ
いい

問
題
１
に
つ
い
て
は
問
題
１
の
解
答
用
紙
を
、
問
題
２
に
つ
い
て
は
問
題
２
の
解
答
用
紙
を
、
必
ず
使
用
の
こ
と
。

問問
題題

１１
  
 
以以
下下
のの
問問
１１
とと
問問
２２
のの
両両
方方
にに
答答
ええ
なな
ささ
いい
。。

問
１

経
済
シ
ス
テ
ム
が
「
経
験
経
済
」
へ
と
発
展
す
る
こ
と
を
、「

競
争
」
、「

消
費
者
ニ
ー
ズ
」
、
お
よ
び
「
付
加
価
値
」

の
３
つ
の
観
点
を
踏
ま
え
て
説
明
し
な
さ
い
。

問
２

次
の
単
語
の
う
ち
２
つ
を
選
ん
で
説
明
し
な
さ
い
。

①
バ
ラ
エ
テ
ィ
・
シ
ー
キ
ン
グ
型
購
買
行
動

②
上
澄
み
吸
収
価
格
戦
略

③
Li
nd
er

の
豊
か
さ
の
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス

問問
題題

２２
  
 以以

下下
のの
問問
１１
とと
問問
２２
のの
両両
方方
にに
答答
ええ
なな
ささ
いい
。。

問
１

流
通
革
命
と
問
屋
（
卸
売
業
者
）
無
用
論
に
つ
い
て
、
歴
史
的
経
緯
を
踏
ま
え
て
具
体
的
に
論
じ
な
さ
い
。

問
２

次
の
単
語
の
う
ち
２
つ
を
選
ん
で
説
明
し
な
さ
い
。

①
SP
A（

Sp
ec
ia
lt
y
 s
to
re
 r
et
ai
le
r 
of
 P
ri
va
te
 l
ab
el
 A
pp
ar
el
）

②
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
プ
レ
イ
ス

③
ま
ち
づ
く
り
３
法
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２
０
２
３
年
度

  
  

  
  

  
  

 
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 （
一
般
入
試

  
２
期
）

大
学

院
経

営
学

研
究

科
・

修
士

課
程

入
学

選
考

試
験

問
題

（
１
科
目
１
題
：
試
験
時
間
６
０
分
）

【
１
２
：
３
０

～
１
３
：
３
０

】

２
０
２
３
年

２
月
２
０
日
実
施

東
京

経
済

大
学

大
学

院

経
  

 営
  

 学
  

 研
  

 究
  
科

日
本

語

  
■

注
意
事
項

■

 
 

問問
題題
用用
紙紙
・・
解解
答答
用用
紙紙
とと
もも
封封
筒筒
のの
中中
にに
入入
っっ
てて
いい
るる
がが
、、
試試
験験
開開
始始
のの
指指
示示
がが
ああ
るる
まま
でで
封封
筒筒
かか
らら
出出
ささ
なな
いい
ここ
とと
。。

  
  
試
験
開
始
ま
で
の
間
に
、
熟
読
し
て
下
さ
い
。

  
  
解
答
に
あ
た
っ
て
は
、
以
下
の
点
に
注
意
す
る
こ
と
。

（
１
）
解
答
用
紙
に
つ
い
て

 
 
 

①
「
受
験
番
号
」
欄
の
あ
る
解
答
用
紙
（
１
枚
）
を
使
用
の
こ
と

。

 
 

 
 
②
解
答
用
紙
の
裏
面
を
使
用
す
る
場
合
は
、
表
面
下
部
の
「
裏
面
に
続
く
」
欄
を
○
で
囲
み
、
裏
面
の
書
き
始
め
に

注
意
す
る
こ
と
。

  
（
２
）
解
答
は
、
日
本
語
で
行
う
こ
と
。

辞
書
の
参
照
可
。
た
だ
し
、
電
子
辞
書
・
専
門
用
語
辞
書
は
不
可
。

  
（
３
）
①
受
験
票
，
筆
記
用
具
，
時
計
以
外
の
物
は
、
カ
バ
ン
の
中
に
収
納
し
た
上
で
、
隣
の
座
席
に
置
く
こ
と
。

 
 
 
 
②
特
に
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
飲
料
等
は
、
机
の
上
に
置
か
な
い
こ
と
。

 
 
 
 
③
携
帯
電
話
，
通
信
機
器
等
は
、
時
計
と
し
て
も
使
用
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
必
ず
電
源
を
切
る
こ
と
。

  
  

  
  
※

  
こ
れ
ら
を
守
ら
な
い
場
合
は
、「

不
正
行
為
」
と
見
な
す
。

  
（
４
）
試
験
室
内
で
は
、
す
べ
て
監
督
者
の
指
示
に
従
う
こ
と
。

２
０
２
３
年
度

  
  

  
  

  
  

  
 大

学
院

経
営

学
研

究
科

・
修

士
課

程
  

  
  

  
  

 
（
一
般
入
試

  
２
期
）

入
学

選
考

試
験

問
題

  
（
試
験
時
間

  
１
題

  
６
０
分
）

２
０
２
３
年

２
月
２
０
日
実
施

東
京

経
済

大
学

大
学

院
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

経
営

学
研

究
科

※
  
「
受
験
番
号
」
欄
の
あ
る
解
答
用
紙
（
１
枚
）
を
提
出
す
る
こ
と

。

問問
題題

あ
な
た
の
国
と
日
本
と
の
間
で
、
店
舗
や
事
務
所
、
工
場
な
ど
の
人
が
働
く
場
に
は
ど
の
様
な
共
通
点
と
相
違
点
が
あ
る
か
。
あ

な
た
の
考
え
を

60
0
字
以
上
、
80
0
字
以
内
（
句
読
点
を
含
む
）
の
文
字
数
で
述
べ
な
さ
い
。
な
お
、
改
段
落
の
際
に
生
ず
る
空
欄
は

文
字
数
に
含
め
な
い
こ
と
と
す
る
。

日
本

語
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２
０
２
３
年
度

  
  

  
  

  
  

 
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 （
一
般
入
試

  
２
期
）

大
学

院
経

営
学

研
究

科
・

修
士

課
程

入
学

選
考

試
験

問
題

（
１
科
目
・
２
題
：
試
験
時
間
９
０
分
）

【
１
０
：
０
０

～
１
１
：
３
０

】

２
０
２
３
年

２
月
２
０
日
実
施

東
京

経
済

大
学

大
学

院

経
  

 営
  

 学
  

 研
  

 究
  
科

専
門

科
目

  
■

注
意
事
項

■

 
 

問問
題題
用用
紙紙
・・
解解
答答
用用
紙紙
とと
もも
封封
筒筒
のの
中中
にに
入入
っっ
てて
いい
るる
がが
、、
試試
験験
開開
始始
のの
指指
示示
がが
ああ
るる
まま
でで
封封
筒筒
かか
らら
出出
ささ
なな
いい
ここ
とと
。。

  
  
試
験
開
始
ま
で
の
間
に
、
熟
読
し
て
下
さ
い
。

  
  
解
答
に
あ
た
っ
て
は
、
以
下
の
点
に
注
意
す
る
こ
と
。

  
（
１
）

志
願
票
に
記
載
し
た
「
専
門
科
目
」
に
つ
い
て
、
問
題
１
、
問
題
２
と
も
解
答
す
る
こ
と
。【

必
答
】

  
 

  
（
２
）

解
答
用
紙
に
つ
い
て

 
 
 
①
問
題
１
に
つ
い
て
は
問
題
１
の
解
答
用
紙
を
、
問
題
２
に
つ
い
て
は
問
題
２
の
解
答
用
紙
を
、
必
ず
使
用
の
こ
と
。

  
  

  
②
２
枚
と
も
、
志
願
票
に
記
載
し
た
「
専
門
科
目
」
の
解
答
用
紙
に
な
っ
て
い
る
か
確
認
の
こ
と
。

③
問
題
の
中
で
「
問
が
複
数
あ
る
場
合
」

お
よ
び

「
問
を
選
択
し
て
解
答
す
る
よ
う
指
示
が
あ
る
場
合
」
は
、

必
ず
解
答
の
前
に
「
解
答
し
た
問
番
号
等
を
明
記
」
し
て
か
ら
、
解
答
を
始
め
る
こ
と
。

  
  

  
④
解
答
用
紙
の
裏
面
を
使
用
す
る
場
合
は
、
表
面
下
部
の
「
裏
面
に
続
く
」
欄
を
○
で
囲
み
、
裏
面
の
書
き
始
め
に

注
意
す
る
こ
と
。

  
（
３
）

「
持
込
不
可
」

  
  

  
①
受
験
票
，
筆
記
用
具
，
時
計
以
外
の
物
は
、
カ
バ
ン
の
中
に
収
納
し
た
上
で
、
隣
の
座
席
に
置
く
こ
と
。

  
  

  
②
特
に
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
飲
料
等
は
、
机
の
上
に
置
か
な
い
こ
と
。

  
  

 
③
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
，
通
信
機
器
等
は
、
時
計
と
し
て
も
使
用
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
必
ず
電
源
を
切
る
こ
と
。

  
  

  
  
※

  
こ
れ
ら
を
守
ら
な
い
場
合
は
、「

不
正
行
為
」
と
見
な
す
。

  
（
４
）

試
験
室
内
で
は
、
す
べ
て
監
督
者
の
指
示
に
従
う
こ
と
。

２
０
２
３
年
度

  
  

  
  

  
  

 
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 （
一
般
入
試

  
２
期
）

大
学

院
経

営
学

研
究

科
・

修
士

課
程

入
学

選
考

試
験

問
題

（
１
科
目
・
２
題
：
試
験
時
間
９
０
分
）

２
０
２
３
年

２
月
２
０
日
実
施

東
京

経
済

大
学

大
学

院

経
  

 営
  

 学
  

 研
  

 究
  
科

【【
経経
営営
学学
】】
    
    
※※
    
以以
下下
のの
問問
題題
１１
・・
問問
題題
２２
のの
両両
方方
とと
もも
解解
答答
しし
なな
ささ
いい

問
題
１
に
つ
い
て
は
問
題
１
の
解
答
用
紙
を
、
問
題
２
に
つ
い
て
は
問
題
２
の
解
答
用
紙
を
、
必
ず
使
用
の
こ
と
。

問問
題題

１１
  
 
次次
のの
問問
１１
、、
問問
２２
のの
中中
かか
らら
、、
いい
ずず
れれ
かか
１１
つつ
をを
選選
択択
しし
てて
答答
ええ
なな
ささ
いい
。。

問
１

経
営
多
角
化
に
つ
い
て
、
以
下
の
（
１
）
～
（
３
）
の
設
問
に
答
え
な
さ
い
。

（
１
）
企
業
の
成
長
戦
略
の
ひ
と
つ
と
し
て
多
角
化
が
採
用
さ
れ
る
理
由
を
述
べ
な
さ
い
。

（
２
）
多
角
化
の
程
度
・
種
類
と
、
業
績
と
の
関
係
に
つ
い
て
説
明
し
な
さ
い
。

（
３
）
多
角
化
の
際
の
日
米
企
業
そ
れ
ぞ
れ
の
典
型
的
な
行
動
に
つ
い
て
、
差
が
明
ら
か
に
な
る
よ
う
に
述
べ
な
さ
い
。

問
２

経
験
効
果
（
あ
る
い
は
経
験
曲
線
効
果
）
に
つ
い
て
、
以
下
の
（
１
）（

２
）
の
設
問
に
答
え
な
さ
い
。

（
１
）
経
験
曲
線
に
つ
い
て
説
明
し
な
さ
い
。

（
２
）
経
験
効
果
の
適
用
範
囲
や
限
界
に
つ
い
て
、
理
由
を
示
し
な
が
ら
述
べ
な
さ
い
。

問問
題題

２２
  
 次次

のの
問問
１１
、、
問問
２２
、、
問問
３３
のの
中中
かか
らら
、、
いい
ずず
れれ
かか
１１
つつ
をを
選選
択択
しし
てて
答答
ええ
なな
ささ
いい
。。

問
１

株
式
会
社
制
度
に
つ
い
て
、
以
下
の
（
１
）（

２
）
の
設
問
に
答
え
な
さ
い
。

（
１
）
株
式
会
社
が
他
の
会
社
形
態
に
比
べ
て
大
規
模
な
資
本
を
集
め
や
す
い
理
由
に
つ
い
て
、
株
式
会
社
の
基
本
的
特
質

 
 
 
の
観
点
か
ら
説
明
し
な
さ
い
。

（
２
）
株
式
会
社
制
度
の
利
点
と
問
題
点
に
つ
い
て
説
明
し
な
さ
い
。

問
２

制
度
的
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
論
に
つ
い
て
、
以
下
の
（
１
）（

２
）
の
設
問
に
答
え
な
さ
い
。

（
１
）
狭
義
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
研
究
と
制
度
的
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
論
の
違
い
は
何
か
、
説
明
し
な
さ
い
。

（
２
）
制
度
的
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
論
に
お
け
る
リ
ー
ダ
ー
の
役
割
に
つ
い
て
、
４
つ
の
側
面
か
ら
説
明
し
な
さ
い
。

問
３

期
待
理
論
に
つ
い
て
、
以
下
の
（
１
）
～
（
３
）
の
設
問
に
答
え
な
さ
い
。

（
１
）
期
待
理
論
は
、
ど
の
よ
う
な
人
間
観
（
人
間
に
対
す
る
仮
定
）
を
前
提
と
し
て
い
る
か
、
説
明
し
な
さ
い
。

（
２
）
期
待
理
論
の
内
容
に
つ
い
て
説
明
し
な
さ
い
。

（
３
）
期
待
理
論
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
管
理
政
策
へ
の
指
針
に
つ
い
て
説
明
し
な
さ
い
。
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２
０
２
３
年
度

  
  

  
  

  
  

 
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 （
一
般
入
試

  
２
期
）

大
学

院
経

営
学

研
究

科
・

修
士

課
程

入
学

選
考

試
験

問
題

（
１
科
目
・
２
題
：
試
験
時
間
９
０
分
）

２
０
２
３
年

２
月
２
０
日
実
施

東
京

経
済

大
学

大
学

院

経
  

 営
  

 学
  

 研
  

 究
  
科

【【
商商
学学
】】
    
    
※※
    
以以
下下
のの
問問
題題
１１
・・
問問
題題
２２
のの
両両
方方
とと
もも
解解
答答
しし
なな
ささ
いい

問
題
１
に
つ
い
て
は
問
題
１
の
解
答
用
紙
を
、
問
題
２
に
つ
い
て
は
問
題
２
の
解
答
用
紙
を
、
必
ず
使
用
の
こ
と
。

問問
題題

１１
  
 
以以
下下
のの
問問
１１
とと
問問
２２
のの
両両
方方
にに
答答
ええ
なな
ささ
いい
。。

問
１

「
製
品
開
発
」
と
「
ブ
ラ
ン
ド
構
築
」
と
は
、
ど
の
よ
う
に
異
な
る
の
か
に
つ
い
て
論
じ
な
さ
い
。

問
２

次
の
単
語
の
う
ち
２
つ
を
選
ん
で
説
明
し
な
さ
い
。

①
手
段
−目

的
連
鎖
モ
デ
ル

②
小
売
の
輪
の
理
論

③
顧
客
満
足
の
期
待
不
確
認
モ
デ
ル
（
Ex
pe
ct
at
io
n-
Di
sc
on
fi
rm
at
io
n 
Mo
de
l）

問問
題題

２２
  
 以以

下下
のの
問問
１１
とと
問問
２２
のの
両両
方方
にに
答答
ええ
なな
ささ
いい
。。

問
１

流
通
と
商
業
は
、
社
会
に
と
っ
て
欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ
り
、
社
会
に
果
た
し
て
い
る
機
能
が
様
々
あ
る
。
そ
れ
ら

の
機
能
に
つ
い
て
、
３
つ
以
上
明
記
し
、
詳
し
く
解
説
し
な
さ
い
。

問
２

次
の
単
語
の
う
ち
２
つ
を
選
ん
で
説
明
し
な
さ
い
。

①
SC
M（

Su
pp
ly
 C
ha
in
 M
an
ag
em
en
t）

②
囚
人
の
ジ
レ
ン
マ

③
小
売
業
の
植
物
性
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